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田中 良
序
階段の歴史は古い。紀元前三千年以前のエジプトに遡り，ある王の地下
墓所に下降するものとして現存するという。住居の二階に通じる階段もす
でに紀元前千八百年頃のメソポタミアに認められている。古代，中世を通
じて，階段は野外的には演劇的装置として機能しながらも，室内的には実
用性に甘んじていたが，ルネッサンス期の宮殿や邸宅において室内的にも
大いに発展し，十七世紀から十八世紀にかけてその配置と装飾において意
匠が凝らされた I)。こうした古い歴史をもつ階段に注目し，私達に様々な
階段の思い出を残してくれたのは，とりわけ映画であると思えるが”．同
様の思い出をフランス文学が私達読者に残してくれているかというと疑問
である。言い換えれば，階段の文学的特権化の問題であるが，例えば『ゴ
リオ爺さん』の下宿屋ヴォケー館については，室内の綿密な描写に比べ，
屋根裏部屋を含めた五つの階をつなぐ階段は，ほとんど無視されている。
確かにラスチニャックは，階段での立聞きによってヴォートランに疑問を
抱き，ゴリオの死を告げる伯爵夫人の叫びを階下で聞きつけ，階段を駆け
昇ってはいるが，特権化されているとは言い難い。またファプリスは，直
前にクレリアに魅せられていたとはいえ，ファルネーゼ塔の牢舎までの三
百八十段もの階段を苦もなく昇ってゆく。つまりスタンダールやフローベー
ルによって克明に描かれたような窓，すなわちファプリスがクレリアを覗
くファルネーゼ塔の窓や，ボヴァリー夫人が遠くに思いをはせる田舎医者
1) Grand Dictionnaire Encyclopedique Laroussseによる。
2) 例えば．「戦艦ポチョムキン」．「風と共に去りぬ」．「サイコ」等はその代表で
あろう。
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の家の窓のような文学的特権性を与えられた階段は，極めて稀ではないか
ということである。ポードレールやマラルメといった詩人といえども，詩
想を得るのは部屋や窓からであって階段からではない。とはいえ，プルー
ストが部屋や窓以上に階段を重視したということではもちろんなく，少な
くとも階段のもつ文学的特権性に目覚めていたのではないかということで
ある。つまり，これまで稀にしか顧みられることのなかった，いわば狭く
薄暗かった階段にプルーストは文学的光明を投げたように思える。もっと
も，フロイトはすでに夢の中における階段，及び階段の昇降に性交の象徴
を読みとり al, バシュラールはポー等の作品における階段を無意識的夢想
への導き手とみなし，「階段はいつまでも消えることのない思い出であ
る」° と述べている。しかし，彼らの観点は各々精神分析学，無意識の現
象学に依拠したもので，文学作品内での階段の働き，機能を明らかにする
ものではない。そこで本論のテーマは，『失われた時を求めて』”を中心
に，プルースト的階段に焦点をあて，その特権性を浮かび上がらせること
にある。論述の必要上，以下の四つの機能に分類するが，論旨はその分類
にあるのではなく，そこから浮かび上がる特権性にあることは言うまで
もない。その四つとは，「分離」 separation,「暴露」 divulgation,「違反」
infraction, 「喚起」 evocationである。
I. 分離
プルースト的階段の源泉は，言うまでもなくコンプレーの家の，ニスの
匂いのする，傾斜の急な，狭い木の階段である。幼い頃，夕食後自分一人
3) フロイト『夢判断』下（昭和50年，新潮社文庫）の「階段の夢」 (pp.80-83) 
及び「趣の変わった階段夢」 (pp.83-84)を参照のこと。
4) Gaston Bachelard, La terre et les reveries du repos, Jose Corti, 1948, 
p.105 
5) A la recherche du temps perdu, Pleiade, 3 volumes, 1954. と現在刊
行中の新版を併用。新版のみ N.E., (Nouvelle Edition)で標示。ローマ数
字は巻数を示す。
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この階段を昇って自室に戻らねばならなかった主人公にとって，この階段
を昇るという行為は，たとえ束の間ではあっても， とりもなおさず最愛の
母との別れを意味していた。とりわけスワンの訪問の時には，定刻より早
く母のいる団簗の場から去らねばならず，いつものベッドでのおやすみの
接吻もない。話者は，愛する人と引き離されるその時の悲しみを階段に託
して，次のように述ぺている。
こうして私は，旅費もなく出発しなければならなかった。俗に言う
「渋々」階段を一段一段昇らねばならなかった。母のそばに戻りたい
という気持ちに反して昇っていった。というのも，母は私に接吻する
ことで，そうした気持ち通りにすることを許さなかったからである。
あの厭な階段，私がいつもあれほど悲しみに沈んで足をかけていた階
塾は，毎晩私が強く感じていた特殊な悲しみをいわば吸収し定着させ
ていたニスの匂いを発散しており，そのうえ私の理知は嗅覚を通して
は感受性に介入できなかったので，階段は私の感受性にとってこの二
スの匂いを一層耐えがたいものにしていた。 (N. E., I , p.27) 
（下線部筆者，以下同様）
ここに語られているのは，明らかにプルースト的階段の源泉とも言える
働きのひとっ，愛する人を引き離すという分離機能であり，これによって
プルースト的階段は，現存する古代エジプト王の墓所に通じる階段によっ
て暗示される，ある種の暗さと悲しみを一層深いものにしている。この機
能は，主人公と母の関係に対してばかりでなく，アルペルチーヌとの関係
にも有効に働いている。それは，主人公が彼女としばしば参加していたラ
スプリエールでのヴェルデュラン夫人主催の夕食会でのことである。最初
のうち何度か，夫人は夕食前に鏡をのぞき込むアルベルチーヌを見つけて
は，彼女を二階の化粧室に連れていってしまうので，一人階段下に残され
た主人公は，ある種の不安と嫉妬を覚える (I, P. 1037)。この心理の源
泉には，彼女に対して芽生え始めていた性的倒錯への疑惑があることは言
うまでもないが，同時に同じ階ではなく階段をはさんだ場所に彼女が連れ
てゆかれたという事実によって，より彼の不安は高められたのではないか
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とも考えられる。プルースト的階段は，愛する人との分離をより印象づけ
るのである。
しかしながら，この機能をもつ階段は以上の二例で，数的にはそれとは
相反する機能，つまり合体機能を持つものの方が多いことは事実である。
マドレーヌ体験以前の話者は， 「まるで狭い階段によって折り畳まれたニ
つの階にだけコンプレーが存在したかのように，また夜の七時しかなかっ
たかのように」してしかこの土地を思い出すことができず，また建物自体
を歪なピラミッドとし，階段はその「胴部」 (tronc)をなしていたと回想
しているが (N.E., I, p. 43), ここでの「階段によって折り畳まれたニ
つの階」にしろ，「胴部」にしろ，明らかに合体機能の表れである。また，
夜遅(p-ソクを手に二階に戻ってくる母とそれを廊下で待ち伏せる少年
(N. E., I , p.35)という構図は，愛する人との合体を意味し， さらにバ
ルペックのグランド・ホテルでも，主人公は夜アルベルチーヌの部屋へ忍
んでゆくとき (N.E.,n; p. 284), 「昇り残した数段」について彼は「歓
喜の物資化した階段」 (lesdegres materialises de ma joie)という感想
を抱いているが，これも同じ合体機能の結果と言えよう。この機能を最も
象徴しているのは，主人公が初めて母と二人で旅行したヴェネチアのホテ
ルの階段で，それは二人を分離させたコンプレーのものとは対照的である。
以下の引用は，ゴンドラに乗った主人公がホテルの窓に立つ母を見つけ，
彼女のもとに駆けつける場面である。
窓を離れた母のところに行くとき，戸外の暑さを後にしつつ，かつて
コンブレーで自室に戻るとき味わった冷気を感じた。しかし，ヴェネ
チアでそうした冷気を保っているのは海からの風であり， しかもその
風は急な木の小さな階段の上ではなく，青緑色の日差しを絶えず浴び
ている大理石の階段の上品な表面に漂っていた。 cm,PP• 625-626) 
この「青緑色の日差しを絶えず浴びている大理石の階段」は，コンプレー
の階段の暗さを払拭した，解放感と幸福感に満ちあふれている。しかし，
こうした合体は分離があって初めて機能するもので，いわば分離という傷
に対する治癒作用であり，その意味では分離のひとつのヴァリエーション
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と言える。
I . 暴露
プルースト的階段に注目する数少ない研究家のひとりM.レモンは， こ
の機能について若干挑発的に次のように述べている。「プルーストの家は，
とても都合のよいことに，他者の秘密を発見できる特権的場所も持ってい
る。プルーストの作品における階段の，奇妙で執拗な存在のことを誰が指
摘しているだろう。」° 彼の言う「他者の秘密を発見できる」機能とは，
暴露の機能とも言えよう。彼は，その例として以下の四つを挙げているが，
列挙するにとどめているので，ここではそれらに多少の解説を加えた後，
彼の指摘していないもうひとつの例を補足したい。第一例は，有名なシャ
ルリシュスとジュピアンの出会いの場面 (Il,pp. 571-572 et 601-609)で
あるが，この時主人公は ゲルマント公爵夫妻の帰りを建物の最上階から
窺っていた。しかし，そこからでは中庭が見えにくいため一階にまで降り
てくる。そしてその結果，二人の遭遇を目撃し，それまで気づかなかった
男爵の同性愛を知るのである。第二例はサン・ルーに関わる階段である
（直， pp.470-471)。この親友の訪問を待ちわびた主人公が，部屋を出て階
上で待っていると，階下から階段をつたわってある声が聞こえてくる。そ
れは、ある従僕に同僚をお払い箱にするための卑劣な策術を授けている声
で，その声の主こそ，それまで善良で慈悲深いと信じていた友だったので
ある。主人公は，まさしくこの階段を通して初めてこの友の秘められた悪
意という一面を発見することになる。第三例は，アルペルチーヌの同性愛
に関わるものである（皿， p.55)。それは，パリのアパルトマンに彼女を
幽閉していたときの出来事で，外出から帰った主人公が， このアパルトマ
ンから出てきたアンドレと階段で鉢合せしたことに端を発している。彼女
と少し話を交わしたのち部屋に入ると，アルペルチーヌは，彼の持ち帰っ
6) Michel Raimond, Le signe des temps, I, Societe d'edition d'ensei-
gnement superieur, 1976. p. 101 
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た花の匂いが厭だという理由で，書いていた手紙を中断し，主人公の部屋
のペッドに横たわる。その時彼は，その理由が実はペッドの乱れを隠すた
めの口実であったとまでは看破できなかったものの，何か釈然としないも
のを感じている。その意味では， この階段は暴露というより暗示に近いが，
後のアンドレの告白によって，二人の同性愛的関係の暴露へとつながって
ゆく。以上三例は，すべてパリのアパルトマンを舞台にしたもので，その
意味ではこの階段は極めて特権的であり， レモンの言う「他者の秘密を発
見できる特権的場所」として，暴露の機能を十分果たしている。レモンは，
以上三例に加え， シャルリュスのサディズムが暴露される，ジュピアンの
娼家のものを挙げているが，これに関しては後述の機能でも取り上げるの
でここでは指摘するにとどめる。それよりむしろここで取り上げるぺきは，
レモンの指摘を受けていない，バルベック・グランド・ホテルの階段であ
る。この階段ごしにフランソワーズは，以下のようにシャルリュスの裏面
を初めて発見するのである。
わが家の老女中フランソワーズは，視力は低下していたが，その彼女
でさえ「召使控え室」へ夕食を取りに行こうとして階段の下を通りか
か色ふと顔を上げると，ホテルの会食者たちの気づかないところに
一人の従僕が見え（…），その彼がシャルリュス氏と一緒に親しげに
歩いているのを見たとき，ひどく驚いた表情をした。それは，まるで
これまで噂には聞いていたが彼女の信じることのなかった悪辣さが，
目の前で痛烈な真実味を帯びたかのようであった。 (II,p. 988) 
この時彼女の発見したシャルリュスの「悪辣さ」 (mechancete)が同性
愛を意味することは，それ以後彼女がジュピアンによそよそしくなったこ
とからも明らかであるが， ここで重要なことは，発見された内容より以上
に，その時の状況である。つまり，階段をはさんで下から見上げるという
状況，この状況のもとで初めてフランソワーズはこれまで見えていなかっ
た男爵の裏面を発見するのである。あれぼど頑固なフランソワーズといえ
ども，階段の暴露の機能を前にしては意見を変えざるを得なかったという
ことであろう。
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このように．暴露機能をもつプルースト的階段は．正常から異常へ，善
から悪への架け橋になることにより．それらの対立をより鮮明に露呈させ
るのである。
Il. 違反
『失われた時を求めて』において最初にこの機能を発揮しているのは，
アドルフ叔父のアパルトマンの階段である。それは，主人公がある日両親
に無断でこの叔父を訪れたとき， 「階段から女性の笑い声と話声が聞こえ
ていた」 (N. E., I, p. 75)と述べられている階段である。彼は， この
階段を昇ることにより，偶然そこに居合わせた高等娼婦オデットに出会い，
そしてこの出会いが原因で，それ以後主人公の家族はこの叔父との交際を
断つことになる。またこの出来事の一年前，オデットが初めて主人公の母
と出会ったのもこの階段においてである。つまりこの出会いは，規律の世
界と無軌道な欲望の世界との出会いを意味し，これら二つの対立する世界
の境界にこの階段は位置しているのである。従って，この階段を昇るとい
うことは，規律の世界から欲望の世界への越境行為であり，まさしく家庭
の教育方針に対する違反を意味するのである。
この種の階段を主人公は，スワンの家で昇っている。初めてジルベルト
からおやつの時間に招待され， これまで近づけない「聖域」と思っていた
邸宅に入り込んだ主人公は，恋人の部屋に通じる階段のところで．次のよ
うな感想を抱いている。
階段のところにくるとすぐ，私は控え室から漏れてくる⑥ひ、たちの）
囁きを聞いた。私は，これから立ち会う荘厳な儀式に感動し，その囁
きは踊り場につく前から．私と以前の生活との絆をきっぱり断ちきり，
暑くなるとスカーフをとらなければならないことや，遅くならないよ
うに時間をよく見ておくことなどを忘れさせていた。 (N.E., I, p. 
496) 
ここでは，違反としての階段の機能が明確に語られている。つまり，こ
の階段は「以前の生活」と呼ばれる規律の世界と「荘厳な儀式」と呼ばれ
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る欲望の世界との間に位置し，それを昇ることで．主人公は「暑くなると
スカーフをとること」．「遅くならないように時間をよく見ておくこと」と
いった規律に違反しているのである。こうした違反は， 『失われた時を求
めて』ではこのように秘かに行われたのであるが，その前の小説『ジャン・
サントゥイユ』では，反抗，場合によっては暴力というよりはっきりとし
た形をとっている。そしてそこでも，階段は次に述べるような重要な機能
を発揮している。ある朝，ジャンは母の顔が見たくなり，彼女が昼食のた
めに帰って来るのを階段の下の入口で待っている。しかし，彼はそうした
子供じみた行為が母の不興を買うことを知っていたので，帰ってきた彼女
が管理人の家に行くのを見ると，叱られるのが恐くなり，階段の一番上ま
で戻り，そこから彼女に大きな声でお帰りの挨拶をする。すると母はそれ
に答えもせず，逆に昼からある先生の個人授業を受けに行くようにと命じ
る。午後からは女友達のマリとシャン＝ゼリゼ公園で遊ぶつもりでいたジャ
ンは，それを聞いて恐りを爆発させ，近づいてきた祖父を突き飛ばし，食
卓の水差しを床に叩きつける”。この暴力事件の少し後でも， ジャンは同
じ階段で今度は父を相手に同種の口喧嘩をしている°。この時ジャンは，
勉強の途中一息いれるため戸外に出ており，そこから戻る途中階段で父に
出会うのだが，父は息子が言いつけに背いて遊んできたものと思い込み，
結果二人は階段上で罵り合っている。ジャンの場合は，明らかに両親のも
つ規律の世界に対する違反が階段を舞台に演じられており，階段という装
置そのものがよりジャンの感情を昂ぶらせ，反抗へと走らせているのでは
ないかという印象を与える。またそれほどに階段と違反機能は一体化して
いるということである。
つまりこの種の階段は，規律の世界と無軌道な欲望の世界との境界にあ
り，そこではそこを通過してくる声を聞いたり，その上から声高に喋った
り，昇降したりすると，これら二つの世界が衝突し，その結果時には現実
7) Jean Santeuil, Pleiade, 1971, pp. 223-224 
8) Ibid., pp. 234-235 
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との断絶感また時には親戚との実際上の絶縁，最悪の場合には反抗，暴
力となって表れるのである。
IV. 喚起
プルースト的階段は，過去の体験，とりわけ官能性をともなった体験を
無意識的に喚起させるという意味でレミニサンスに似ている。二つの例が
あり，そのひとつは，パリのアパルトマンの階段をサン・ルーと降りてい
たときのことである。不意に主人公は，すかり忘れてしまっていたドンシ
エールの小さな食堂とともに，かつてその食堂で給仕する女性の腕に愛撫
することで味わった「肉体的快楽」を思い出す (N.E.,I, pp. 690-691)。
その理由は，久しぶりの友人との食事からかつて同じようにこの駐屯地で
彼と夕食をともにしていたことを連想したことと，ステルマリア嬢による
夕食のキャンセルが引き起こしていた失望感を補填することにあることは
言うまでもないが，それだけではなぜ階段を降りながらであるのかの説明
にはならない。そこで考えられるのは，階段を昇降する行為そのものの持
つ喚起力である。というのも， もう一例でも同じ喚起力が発揮されている
と思えるからである。それは，「暴露」の章で触れたジュピアンの娼家の
階段である。第一次世界大戦中の灯火管制下にあるパリの夜，主人公は偶
然この怪しげな巣窟を見つけ，部屋に案内されるが気に入らず，階段を降
り始めていた時，突然次のようにして「もうひとつの考え」にとらえらて
いる。
まもなく私は四十三号室に案内されたが，雰囲気がとても悪いうえ，
好奇心がとても昂ぶっていたので，「カシス」を飲み終わると階段を
降り始めたが， もうひとつの考えにとらえられ，再び昇り始め，四十
三号室の階を通り越し，最上階まで行った。すると突然，廊下の外れ
の一室から押し殺したうめき声が聞こえてくるように思えた。（皿 p.
815) 
この「うめき声」の主がシャルリ土スであり， ここで彼のサディズムが
目撃されることは周知の通りであるが， この時の「もうひとつの考え」は，
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そうした重要な場面へのモーメントであるにもかかわらず，それが何を指
すのか，またなぜ突然それにとらえられたのかについては不明のままであ
る。この部分が作者の校正を経ていない結果だとも考えられるが，それを
踏まえたうえで推測すると，その「考え」とは恐らく，主人公がかつて偶
然目撃したシャルリュスとジュピアンの出会いへの思い出ではないだろう
か。そしてこのホテルでも同じ様な場面が展開されているのではないかと
いう期待から，再び階段を昇っていったのではないかと考えられる。とい
うのもここに，先の例と共通した，階段そのものの持つ，過去の体験を喚
起させる力を見いだせるからである。
プルースト的階段は，過去の体験ばかりでなく，死という，未来に確実
にやってくる体験をも喚起させる。ここでの死とは，死の観念と同時に肉
体的な死そのものも意味する。『失われた時を求めて』は周知の通り，ゲ
ルマント大公妃邸でのマチネの体験に基づき，主人公が書く決意をすると
ころで終わるのだが，その決意の背後に死への恐れがあることもよく知ら
れているしかし，そうした死の観念を呼び覚ましたきっかけが階段にあ
ることは意外と知られていない。確かに病弱な主人公にとって，死は常に
身近にあったものではあろうが，より具体的に死への恐れを主人公に実感
させたのは，次に述べられているような階段でのひとつの体験なのである。
実際それは奇妙な出来事で，作品を書き始める前に思ってもみないか
たちでやってきた。外出したある夜，みんなは私が以前より顔色がよ
いと思い，私の髪の毛がまだ全て黒いままであることに驚いた。しか
し，私は階段を降りながら三度落ちそうになった。二時間の外出に過
ぎなかったが，戻ったときにはもう記憶力も思考力も腕の力も存在感
もないように感じた。（皿 p.1039) 
さらに「あの階段の日以来」として，「社交界の如何なるものも，如何
なる幸福も，それが人々の友情や作品の進展や栄光への期待などから来よ
うとも， もはや私のところには弱々しい太陽の光のようにしてしか届いて
こなかった。…この死の観念は，恋愛のように決定的に私の中に居座っ
た」（皿， p.1042)と述べられている。このことからも作者自身が，死と
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階段の結びつきに自覚的であったことは明確であろう。死を喚起させるこ
の機能は，祖母とベルゴットという重要な作中人物の死においても見いだ
せる。祖母の場合は,E…教授のアパルトマンの階段である。彼女は，
シャン＝ゼリゼのトイレで発作を起こし．偶然出会ったこの医師の診療室
に案内されることになるが (N.E., I, pp. 609-614), その時上りはエレ
ヴェーターを利用しているのに対し，下りはなぜか階段を使用し．「私は
踊り場で絶望的な祖母を見つめていた」とある。さらに祖母を家に連れ帰っ
た主人公は，彼女を「玄関の階段下に」座らせたまま，母を呼びにいって
いる。これらの階段は．はっきりと彼女の死を暗示している。ベルゴット
の場合も同様だが，ただ彼の場合は暗示にとどまらず，死そのものを呼び
寄せている。この作家は周知の通り，病をおして展覧会にゆき．フェルメー
ルの『デルフト風景』を見ながら急死を遂げるのだが，彼はその直前に，
この会場の階段を数段昇ったところで目まいに襲われている（皿， p.187)。
すなわちこの種の階段は，生と死の間に位置し．これを昇降したある者は
黄泉の国を垣間見．またある者は即座にその国へと旅立つのである。換言
すれば，過去の体験を喚起させた階段が過去と通底していたとすれば， こ
の階段は死という未来に延びていたといえよう。
結び
本論では『失われた時を求めて』を中心に，様々な階段を機能別に「分
離」，「暴露」，「違反」，「喚起」という四項目に分類し論じてきたのだが．
それらに共通して言えることは．差異の認識であろう。二つの空間．二つ
の時間，そして二つの観念の差異を，主人公は階段を通して認識するので
ある。具体的に言えば．「分離」では母のいる場所といない場所の，「暴露」
ではある人物の表面と裏面の．「違反」では規律の世界と欲望の世界の．
「喚起」では現在の場所と過去の場所の，さらに生と死の， それら各々の
差異を，主人公は階段を昇降したり，そこで盗聴したりすることによって
認識しているのである。その意味でプルースト的階段は極めて教育的であっ
たといえる。そしてその教育的価値をより高めているのは．ゲルマント大
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公妃邸の階段で，その階段は差異の認識自体を主人公に教育するのである。
すなわち，大公妃邸の二階の書斎で主人公は推論に推論を重ねた結果，類
似という結論に達するのだが，階段を降りてパーティ会場に入ったとき，
次のような意外な思いにとらえられている。
書斎から降り，階段の下に着いた私は，突然大広間のパーティ会場の
まん中にいた。そのパーティは，私がかつて参加したものとはとても
違い，特別な様相を帯び，新しい意味をもち始めているように私には
思えた。実際，私は作り上げたばかりの計画をその到達点で相変わら
ずしっかりと保持してはいたが，思いがけないことが生じ，私の計画
に対してたいへんな反対の声を挙げ始めた。 cm.p. s20) 
ここでの「私の計画」とは，過去と現在に共通した感覚を軸に作品を構
成するという芸術理論であり，「思いがけないこと」とは，数年会わなかっ
た知人たちの変貌ぶりである。つまり，主人公は階段を降りることにより
理論と現実の差異を認識したということである。すなわちプルースト的階
段の問題は，突き詰めれば差異の問題にいき当たるのである。従って最後
に言えることは，プルーストは，差異の問題の一環として，作品内で階段
を十分機能させることによって， これまで稀にしか顧みられることのなかっ
た階段に文学的光明をもたらしたのではないか，ということである。
追記：本論文は『Proustの部屋と階段をめぐって』（『仏語・仏文学』第
13号，関西大学仏文学会， 1983)で取り上げた階段の問題を，再検討し発
展させたものである。なおこの要旨は， 1988年12月関西大学仏文学会総会
にて口頭発表されている。その折同大学の伊地智教授より，この問題はプ
ルーストにおける「仕切り」の問題に関連するのではないかという貴重な
御教示を得た。
（奈良大学講師）
